
戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)第2 の課'、PD

ピツグデータ・A1を活用したサイバー空間基盤技術
安西祐一郎独立行政法人日本学術振興会顧間・学
阿報分析センター所
本分野における国際競争力を維持・強化するため、世界最先端
の、実空間における言語情報と非言語情報の融合によるヒュー
マン・インタラクション技術(感性・認知技術開発等)、

データ連携基盤、A1間連携を確立し、社会実装する。

10T社会に対応したサイバー・フィジカル・セキュリティ
後厚宏惰報セキュ1ノティ大学院大学長

セキュアなSooi.ty50 の実現に向けて、様々な10T機器を守り、
社会全体の安全・安心を確立するため、中小企業を含むサプラ
イチェーン全体を守ることに活用できる世界最先端の『サイ
バー,フィジカル・セキュリティ対策基盤』を開発するとともに、米

欧各国等との連携を強化し、国際標準化、社会実装を進める。

毓合型材料開発システムによるマテリアル革命
三島直京京工柔大学名誉・前^国立究 人駈エネ
鳧ギー・ 機鍬権叩 ノター(TSC)セン

タ^

我が国の材料開発分野での強みを維;寺発展させるため、材料
開発コストの大幅低減、開発期間の大幅短縮を目指し、世界最
先端の逆問題マテリアルズインテグレーション(性能希望から最
適材料・プロセス・構造を予淑Dを実現・社会実装し、超高性能
材料の開発につなげるともに信頼性評価技術を確立する。

スマートバイオ産業・業基盤技術
小林憲明
キリンホールティングス(株)取緬役常務行役員
我が国のバイオエコノミーの持続的成長を目指し、農業を中心と
した食品の生産・流通からりサイクルまでの食産業のバリュー
チェーンにおいて、「バイオデジタル」を用い、農産品・加工品
の輸出拡大、生産現場の強化(生産性向上、労働負荷低減)、

容器包装りサイクル等の「静脈系」もターゲットとした環境負荷低
減を実現するフードバリューチェーンのモデル事例を実証する。

フィジカル空間デジタルデータ処理基盤
佐相幸(株)富士通研所シニアフェロー

本分野における国際競争力を維持・強化するため、高機能センシ

ング、高効率なデータ処理及びサイバー倶比の高度な連携を実現

可能とする世界最先端の基盤技術を開発し、社会実装する。

/、総合科学技術・イノベーンヨン会議
、̂

゛、 Councilfor 5Cience, Tec 010宮y and lnnovation

自動運転(システムとサービスの拡張)
葛巻清吾トヨタ自動章(株)
先進技術開カンバニーフェロー
自動運転に係る激しい国際競争の中で世界に伍していくため、自動
車メーカーの協調領域となる世界最先端のコア技術(信号・プロー

ブ情報をはじめとする道路交通情報の収集・配信などに関する技術
等)を確立し、一般道で自動走行レベル3を実現するための基盤を
構築し、社会実装する。

光・量子を活用したSociety5.0実現化技術
西田直人()東芝特別嘱託

Society5.0を実現する上での極めて重要な基盤技術であり、我が国

が強みを有する光・量子技術の国際競争力上の優位をさらに向上

させるため、光・量子技術を活用した世界最先端の加工(レーザー

加工等)、情報処理(光電子情報処理)、通信(量子暗号)の開発

を行い、社会実装する。

10E社会のエネルギーシステム

柏木孝夫東京工業大学特命教授・名誉教授
先進エネルギー国際研究センター長

Soclety 50時代の10elntemetof Energy)社会実現のため、
エネルギー需給最適化に資するエネルギーシステムの概念設計を
行い、その共通基盤技術(パワエレ)の開発及び応用・実用化研究
開発(ワイヤレス電力伝送システム)を行うとともに、制度整備、標
準化を進め、社会実装する。
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戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)第2 の課題、PD

国家レジリエンス(防災・減災)の強化
堀宗朗国立研究開発法海洋究開発機構
付加価値惰報創生部門部門長

国家全体の災害被害を最小イヒするため、衛星、AI、ビッグデータ

を活用し、避難誘導シス丁ム、地方自治体、住民が利活用でき

る災害情報共有・支援システムの構築等を行い、社会実装する。

'

スマート物流サービス
田中従雅ヤマトホールディングス(株)執行役員
サプライチェーン全体の生産性を飛躍的に向上させ、担界に
伍していくため、生産、流通、販売、消費までに取り扱われる
データを一気通貫で利活用し、最適化された生産・物流シス

テムを構築するとともに、社会実装する。

重要インフラ等におけるサイバーセキュリティの確保
藤厚宏惰報セキュ1ノティ大学 長

制御・通信機器の真正性/完全性確認技術を含めた動作

監視・解析技術と防御技術を研究開発し、重要インフラ産業

の国際競争力強化と2020年東京オリンピック・パラリンピック

競技大会の安定的運営に貢献。

(2019年度で終了)

A1ホスビタルにょる高度診断・治療システム
中村祐公益団法人がん研究会がんプレシジョン医療
研究センター所長

AI、10T、ビッグデータ技術を用いた『A1ホスピタルシステム』を開発
構築することにより、高度で先進的な医療サービスの提供と、病院に
おける効率化(医師や看護師の抜本的負担軽減)を実現し、社会実
装する。

総合科学技術・イノベーション会議
Councilfor 5亡ience Tec

革新的深海資源調査技術
石井正一石油資源開発(株)顧問
我が国の排他的経済水域内にある豊富な海洋鉱物資源の活

用を目指し、我が国の海洋資源探査技術を更に強化・発展させ、

本分野における生産性を抜本的に向上させるため、水深2000

m以深の海洋資源調査技術を世界に先駆けて確立・実証する

とともに、社会実装する。

010宮y and lnnovatlon
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10.AI(人工知能)ホスビタルによる高度診断・治療システム

概要

AI、10T、ビツグデータ技徠iを用いた「A1ホスビタルシステム」を開発・構築・社会実装することにより、高度で先進的な医療サービスを提供するととも
に、医療機関における効率化を図り、医師や看護師などの医療従事者の抜本的な負担の軽減を実現する。

【 2022年度末の到_'三標】目標
0セキユリティの高い医療情報データペースシステムの構築・医療有用情報抽出技術の開発
OA1の診療現場への入による、医師,一患者アイコンタクト時間の倍増と医療従事者の50%がかなりの負担軽減を実感
OA1を利用した遠隔画像・病理診断、血液による超精密診断法の開発
010医療機関での「A1ホスピタルシステム」'入モデjW丙院の運用開始

出口戦略

●A1ホスピタルパッケージの実用化と病院・かかりっけ医への展開
OA1医療機器の製造販売承認ノ認証の取得
0患者との対話と医療現場の負担軽減を両立するA1システムの実装イ
OA1技術を応用した血液等の超精密検査システムの医療現場での実
装化

達成に向けて

研究開発内容

多くの医療・社会二ーズ(死因1位、就労・社会復帰、高額医療費
などが存在するがん分野をモデjレケ'ースとして以下の開発を推進する
0セキユリティの高い医療情報データベースの構築とそれらを利用した
医療有用情報の抽出、解析技術等の開発

OA1を用いた診療時記録の自動文書化、インフォームドコンセント時

のA1による双方向のコミユニケーションシステムの開発
0患者の負担軽減・がん等疾患の再発の超早期診断にっながるAI
技術を応用した血液等の超精密検査を中心とする、患者生体情
報等に基づくA1技術を応用した診断、モニダノング及び治療 6台療
薬含む。)選択等支援システム(センサー、検査機器等の開発、
活用含む。)の開発

0医療現場におけるA1ホスピタル機能の実装に基づく実証試験による
研究評価

関係府省:文部科学省、厚生労働省、経済産業省

中村祐輔(なかむらゆうすけ)
公益財団法人がん研究会がんプレシジョン医療研究センター所長

社会経済インパクト
OA1が医'、、をアシスする「A1ホスピタル」実用化による医療従事者の負担
軽減

O「A1ホスピタルシステム」の海外・他分野への展開も視野に入れた、我が国
におけるA1医療機器産業の振興と医療情報産業の活性化

0システム運用に伴うがんの治癒率の向上と年間数千億円の我が国の医療
費削減

近未来のA1ホスビタルシステムの構築
大規模医データベースの構築

Nによる解析

畢

細な患者報に基づく効果的、効率的医の提供
コミュニケーション支援による医療従事者の負担軽

・明るさ

鵬＼/

"."゛ー,ー
ニ'V"「亙^蚕、1

医療橿や家庭
での環墳

・1呈度 連携病院

●畳軸豊巨,しよ'
駄,τ4、重す0

超高齢社会における
医の質の

医増加の抑制

医療分野での国際的競争力の向上
・医療現場での担軽減

ピッグデ^ベース構、A1による
斯・診療補助

屑血●●,,1惇鳳島
U重置,

画像情報、病理組織診断情報などを
含む診療・投藁情報の効率的収集を

通して

曼

Ξ

揖
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SIPシンポジウム2018 6

プロジェクトのゴール

大規模医療データベースの構築
AIによる解析

詳細な患者情報に基づく先端的・効率的
でより安全な医療の提供
コミュニケーション支援による医療従事
者の負担軽減

医療機関や
家庭での環境
・室 温
･湿 度

・明るさ
・空気洗浄度

・食 事

・睡 眠
など

バイタルサイン
・活動状態
・運動機能

・血 圧
･心電図

・心拍数

・呼吸数
・血 糖

など

環境センサー

ウエアラ
ブル端末

バイタル・
センサー

位置センサー

患者

情報

療養環境・バイタルサインなどの

リアルタイムモニタリング

ビッグデータ
サーバー

CT・MRI

画像等

遺伝子
解析等

連携病院

医療スタッフ

中央情報管理

情報

その他精密検査情報

病理
検査等

AI

患者病態の正確な把握
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SIPシンポジウム2018

研究グループ間の連携体制

8

マッチングファン
ド・PPP/PFI

支援

知財･オープン/

クローズ戦略･国
際標準化戦略

患者等ネット
ワーク構築

概念・制度（国際
状況含む）構築

実
証
情
報
の
還
元

センサー・AIを利用
した双方向患者説
明システム

退院時サマリー等患
者資料作成システム

対象成分分離技術、
AI活用超精密解析法

バイタルデータ、遺
伝子データなど包括
した分析システム

センサー機器、AI技
術を活用した内視鏡

等の開発

既存電子カルテシ
ステムとの整合性
検証試験

医療現場における
センサー機器・AI

等の実証試験

センサー機器の実
証試験に基づく
分析と検証

リアルタイムモニ
タリングシステム
の構築

レジリエントなシス
テムの確立

診療会話文書化
システム

サブテーマC

サブテーマB サブテーマ D

標
準
化
関
連
情
報
の
提
供･

共
有

情 報 抽 出

秘 密 計 算

秘密分散保存

標
準
化
関
連
情
報
の
提
供･
共
有

サブテーマ EサブテーマA

セキュリティ
の高い医療
情報データ
ベースの構築

それらを利用
した医療有用
情報の抽出、
解析技術等
の開発
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SIPシンポジウム2018

研究グループ間の連携体制

9

PwCあらた有限
責任監査法人

実
証
情
報
の
還
元

国立成育医療
研究センター

慶應義塾大学
病院

大阪大学
医学部付属病院

がん研究会
有明病院

サブテーマC

サブテーマB サブテーマ D

標
準
化
関
連
情
報
の
提
供･

共
有

標
準
化
関
連
情
報
の
提
供･
共
有

サブテーマ E

サブテーマA

情報通信
総合研究所

日立製作所

TXP Medical

横須賀共済病院

日本ユニシス

NTTデータ

オリンパス

ジェノタイプファーマ

BML マッチングファン
ド・PPP/PFI

支援

知財･オープン/

クローズ戦略･国
際標準化戦略

患者等ネットワー
ク構築

概念・制度（国際
状況含む）構築

協力参加機関
（予算無し） 6 / 14
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サブテーマA:セキュリティの高い医療情報データベースの構築と
それらを利用した医療有用情報の抽出、解析技術等の開発

医師・看護師等
患者

秘密分散DB

医学検査･統計等分析･診
断･治療(薬物選択含む)AI

診療・問診記録AI

（会話解析(方言・多言
語対応)）

成長する用
語辞書

成長する
シーソラス辞書

言語分析用
辞書＆AI

診療録
看護記録等

秘密計算
System

秘密計算
System

医療・医学仮想
データベース

秘密計算DB

秘密計算system

患者
医師・
看護師等

ブロックチェーン技術
スマートコントラクト機能
情報通信プロトコル

成長する
コーパス
辞書

スマート
ウオッチなど
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SIPシンポジウム2018

サブテーマB： 医療従事者と患者・家族のアイコンタクト診療・
説明時間を確保するための人工知能の活用例

診療時音声情報のAIによる文章化パソコン見ない
で、こっち向い
て話してよ！！ 検査結果は少しよ

くなっていますね。

何か聞きたい事はあ
りませんか？

ちゃんと目を見
て話してくれて、
信頼できそう！

ほとんど、こっ
ちを見ていない
じゃないの！！

僕に任せて、患者さ
んを向いて話をして
あげて！

AI君

今

AIの診察場面での活用

「サブテーマA」と
「サブテーマB」に
参画している企業で
共通の辞書作成の
ための連携

日本標準の作成

SIPシンポジウム2018 11

５

年
後
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SIPシンポジウム2018 12

サブテーマB：人工知能による患者さんへの説明・同意プロセスの補助

どの人の説明を受
けたいですか？

めがねをか
けた男性が
いいわ！

双方向の会話

どの色の鳥さんと
お話したい？

子供の場合には漫画の
キャラクターなど

多言語でできれば、外国人患者の日本への受け入
れやこれらのシステムの海外導出も可能となる

9 / 14



SIPシンポジウム2018 13

サブテーマC：リキッドバイオプシーによる超精密医療

１．がんのスクリーニング

２．術後の腫瘍細胞残存の有無

３．分子標的治療薬などの選別

４．再発の超早期診断

５．抗がん剤治療の効果判定

組織を採取するよりも、侵襲性が低く、安
全で、安価に検査ができる

１．低いがん検診率。症状が出てから、
進行がんと診断されるケースが少なく
ない。早期に診断されると治癒の可
能性が高くなり、治療費が節減される。

２．治療効果や再発の有無をより精度
高く、早く判定できる。

３．治療法を適切に判定できるため、
無駄な抗がん剤の副作用を回避でき
る。

４．分子標的治療薬の選択にも応用で
きる。
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サブテーマC：AIを利用した安全で迅速な大腸内視鏡検査

・空間を認識して先端を自動的に曲げる機能

・先端の圧センサーで必要以上に腸壁を圧迫しない機能

・腸壁を傷つけずに自動挿入

・医師は画面に集中でき、見落としを防げる

14

・習得に時間がかかるため、病気の増加に医師の育成がまったく追いついていない。
・経験が浅い医師が挿入すれば、検査の目標である盲腸到達まで30分
・千例の経験をもった医師であれば、5分程度で盲腸に到達
・検査時の疼痛、最悪の場合には腸穿孔

大腸がんによる死亡数は
がんによる死亡のうち、

男性は第3位
女性は第1位
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令 和 元 年 ９ 月 １ ７ 日 

 

戦略的イノベーション創造プログラム（ＳⅠＰ） 「ＡⅠ（人工知能）ホスピタルによる 

高度診断・治療システム」 成果発表シンポジウム２０１９ 開催案内 

 

１．日時： 

令和元年１１月１１日（月）１３：００～１６：３０ 

   （受付開始：当日１２：３０） 

 

２．会場： 

日本医師会館１階大講堂 

〒１１３－８６２１ 東京都文京区本駒込２丁目２８−１６ 

   https://www.med.or.jp/jma/about/access.html 

 

３．プログラム： 

１３：００ 開会の挨拶（中村 祐輔 プログラムディレクター（ＰＤ）） 

１３：０５ 来賓ご挨拶（横倉 義武 日本医師会会長、門脇 孝 日本医学会副会長） 

１３：２０ 課題概要説明（中村 祐輔ＰＤ） 

１３：４０ プロジェクト成果発表 

国立研究開発法人国立成育医療研究センター（五十嵐 隆 国立成育医療研究セ

ンター理事長） 

慶応義塾大学病院（北川 雄光 慶應義塾大学病院病院長） 

大阪大学医学部付属病院（木村 正 大阪大学医学部附属病院病院長） 

公益財団法人がん研究会有明病院（佐野 武 公益財団法人がん研究会有明病院

病院長） 

１５：００ 休憩（１５分間） 

１５：１５ パネルディスカッション 

パネリスト：今村 聡 日本医師会副会長 ＡⅠホスピタル評価委員会委員長、

宮野 悟 サブＰＤ、眞野 浩 サブＰＤ、辻井 潤一 サブＰＤ、  

五十嵐 隆 国立成育医療研究センター理事長、北川 雄光 慶應義

塾大学病院長、吉田 光成 文部科学省研究振興局戦略官、佐々木 

昌弘 厚生労働省厚生科学課課長、富原 早夏 経済産業省医療・福

祉機器産業室長 

司会：中村 祐輔 ＰＤ 

１６：１５ 閉会の挨拶（内閣府 須藤 亮 ＳⅠＰプログラム統括） 

 

４．主催：内閣府、国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所 

  共催：公益社団法人日本医師会 

 

５．参加費：無料 
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６．参加申し込みと締め切り：管理法人ウェブサイトより参加申し込み下さい。 

申し込み後、申し込み受領届けをメールで返信致します。 

先着４００名様とさせて頂きます。 

https://nibiohn-sipaih.lili-a.com/user/event/index?category_id=1 

 

７．問い合わせ先：医薬基盤・健康・栄養研究所  

開発振興部 ＳⅠＰ ＡⅠホスピタル担当グループ 

    〒５６７-００８５ 大阪府茨木市彩都あさぎ７-６-８ 

          TEL: ０７２-６４１-９８７０   FAX: ０７２-６４１-９８３１ 

    メール連絡先: sip-gen@nibiohn.go.jp 

    https://www.nibiohn.go.jp/sip/ 

 

<東京事務所> 

〒１００-００１３ 東京都千代田区霞が関３-４-２ 商工会館７階 

          TEL：０３-６２７３-３５１１   FAX: ０３-６２７３-３５１２ 

 
 

以 上 
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休憩 （15分間）

閉会の挨拶

パネルディスカッション

主催：内閣府、国立研究開発法人 医薬基盤・健康・栄養研究所
共催：公益社団法人日本医師会

令和元年11月11日（月） 時間 13：00～16：30 （受付開始 12：30予定）
〒113-8621 東京都文京区本駒込2丁目28-16
URL：https：//www.med.or.jp/jma/about/access.html

宮野 悟
サブPD

眞野 浩
サブPD

辻井 潤一
サブPD

五十嵐 隆
国立成育医療研究センター 理事長

今村 聡
日本医師会 副会長
AIホスピタル評価委員会 委員長

北川 雄光
慶應義塾大学病院 病院長

佐々木 昌弘
厚生労働省厚生科学課 課長

吉田 光成
文部科学省研究振興局戦略官

富原 早夏
経済産業省医療・福祉機器産業室長

須藤 亮 内閣府 SIPプログラム統括

パネリスト：

司会：中村 祐輔 PD

成果発表シンポジウム

開会の挨拶
来賓ご挨拶
課題概要説明
プロジェクト成果発表

中村 祐輔 プログラムディレクター（PD）

中村 祐輔 PD
横倉 義武 日本医師会 会長　　門脇 孝 日本医学会 副会長

戦略的イノベーション創造プログラム（SIP） 

AI（人工知能）ホスピタルによる
高度診断・治療システム

国立成育医療研究センター  五十嵐 隆 国立成育医療研究センター 理事長
慶應義塾大学病院  北川 雄光 慶應義塾大学病院 病院長
大阪大学医学部附属病院  木村 正 大阪大学医学部附属病院 病院長
がん研究会有明病院  佐野 武 がん研究会有明病院 病院長

会 場

日 時

プログラム

日本医師会館１階大講堂

2019

13:00

13:05

13:20

13:40

15:00

16 :15

15:15

参加費：無料
医薬基盤・健康・栄養研究所のウェブサイトより
参加申し込み下さい。https://www.nibiohn.go.jp/sip/
申し込み後、申し込み受領届けをメールで返信致します。
先着400名様とさせて頂きます。

〈東京事務所〉 〒100-0013 東京都千代田区霞が関3-4-2 商工会館7階
TEL：03-6273-3511　FAX：03-6273-3512

医薬基盤・健康・栄養研究所
開発振興部 SIP AIホスピタル担当グループ
〒567-0085 大阪府茨木市彩都あさぎ7-6-8
TEL：072-641-9870　FAX：072-641-9831
メール連絡先：sip-gen@nibiohn.go.jp

お問い合わせ先参加申し込みと締め切り

国立研究開発法人
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